
■ 認定こども園入園児募集について・２

■ 地域おこし協力隊を紹介します・・４

■ 新型コロナワクチン接種について・５

■ 議会だより・・・・・・・・・・・６

■ 防災無線メールを利用しませんか・・12

■ 確定申告が始まります・・・・・・・13

■ 教育通信・・・・・・・・・・・・・18

２
February 2022

618

新成人、決意新たに
成人式が開かれ、出席した 11 名の新成人は、
久しぶりの同級生との再会を喜びつつ、大人
としての新たな一歩を踏み出しました。
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　令和４年 4月 1日から秩父別町認定こども園に入園する児童を募集します。
　認定こども園の利用を希望される方は「支給認定（保育の必要量等の認定）」を受け、「支給認定区分」
によりご利用いただくことになります。
　ここ数年は定員近くの入園児童数となっており、令和４年度も多くの入園が予想され、中でも３歳未
満児の申し込みが引き続き多くなる見込みです。
入園申し込みにあたっては、こども園の受入状況及び各世帯の保育の必要性により、総合的に入園の入園申し込みにあたっては、こども園の受入状況及び各世帯の保育の必要性により、総合的に入園の

可否を決定させていただきます。（申込順ではありません。条件付きによる入園や保育の必要性から途中可否を決定させていただきます。（申込順ではありません。条件付きによる入園や保育の必要性から途中
退園となる場合があります。）退園となる場合があります。）
　認定こども園の受入状況をご理解いただきお申し込みくださいますようお願い申し上げます。

対　象　者 支給認定区分

　満３歳以上で教育のみを希望される方 １号認定 教育標準時間（原則４時間）

　満３歳以上で「保育を必要とする事由」に該当し、保育を希望さ
　れる方

２号認定

保育標準時間・保育短時間
　満３歳未満で「保育を必要とする事由」に該当し、保育を希望さ
　れる方

３号認定

秩父別町認定こども園くるみ
令和４年度　入園児募集

◆【支給認定は3区分】

◆【保育必要量「保育標準時間」と「保育短時間」の認定区分】
　2・3号認定については、保育を必要とする事由やその状況から、保育の必要量を「保育標準時間」
と「保育短時間」のいずれかに認定します。

保育標準時間  原則として１日８時間保育（１日最長７時 30 分から 18 時までの保育が可能）

保 育 短 時 間  1 日最長８時間までの保育（保育時間８時 30 分から 16 時 30 分まで）

  令和４年２月１０日（木）～ 令和４年２月２５日（金）

支給認定・こども園利用申請受付期間

【申請書類】　役場住民課社会福祉係または認定こども園くるみで配付します。

【定　　員】　1号認定児童（令和４年4月1日現在、3歳から就学前までの児童）　　10名
　　　　　　2・3号認定児童（10ヶ月から就学前までの児童） 　　 　　　 　　　　　70名

【提出・お問い合わせ先】 秩父別町役場住民課社会福祉係　　　電話 33-2111（内線46）
　　　　　　　　　　　　秩父別町認定こども園くるみ　　　　電話 33-2450　 
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保育を必要
とする事由

事    情 保育の必要量

 就労
（会社勤務・パート）

 月 64 時間以上居宅外で仕事をするため、子どもの保育が
 できない場合

保育標準時間（月 120 時間以上）
保育短時間（月 64 時間以上）

 就労
（自営業・農業等）

 月 64時間以上居宅内・外で仕事（自営業）をするため、子
 どもの保育ができない場合

同上

 妊娠・出産

 出産前後のため、子どもの保育ができない場合
保育標準時間

（出産予定日の６週間前の属する
月～出産後８週間後の月末まで）

 妊娠出産により退職（就業形態等で育児休業の取扱いがな
 い）した場合で、出産後に復職・就労を予定している場合

保育短時間（原則）
 生まれた子どもが１歳を迎える
 前々日まで

 育児休業取得時に、既
 に保育を利用している

 当該育児休業に係る子ども以外が既に保育を利用しており、
 継続利用を希望する場合

保育短時間（原則）
 生まれた子どもが１歳を迎える
 年度末まで

 保護者の疾病・障がい
 病気、負傷、心身の障がいのため、子どもの保育ができな
 い場合

保育標準時間

 同居親族の介護・看護
 家庭に介護の必要な人や、長期にわたる病人がおり、介護・
 看護のため、子どもの保育ができない場合

保育標準時間

 災害復旧
 火災や風水害、地震などにより、家屋を失ったり破損した
 ため、復旧の間、子どもの保育ができない場合

保育標準時間

 求職活動
 求職活動（起業準備を含む）を行っているため、子どもの
 保育ができない場合

保育短時間（原則）
最長 90 日まで

 就学
 就学（職業訓練を含む、通信制・定時制は除く）のため、
 子どもの保育ができない場合

保育標準時間・保育短時間

 虐待・ＤＶ
 児童虐待を行っている、またはおそれがあると認められる
 場合や配偶者からの暴力により、子どもの保育ができない
 場合

保育標準時間

 その他  上記に類する状態として町長が認める場合 保育標準時間・保育短時間

◆【保育を必要とする事由】保護者のいずれもが次のどれかの事由に該当する必要があります。

◆【保育料】
満３歳から５歳までの全ての入園児童及び０歳から２歳までの住民税非課税世帯の入園児童の保

育料については、幼児教育・保育の無償化により無料となります。
　３歳未満児の保護者が負担する保育料は、保護者の町民税をもとに決定しています。４月から８
月までは前年度の町民税、９月から３月までは当年度の町民税をもとに決定するため、年度途中で
保育料が変更になる場合があります。
　※秩父別町の保育料は、子育て世代の保育料負担を軽減するため、国の基準額から 50％～ 70％軽

　　減しているほか、同一世帯の入園児２人目以降を無料としています。

【認定こども園くるみで実施している各種事業】

【一時保育事業】【一時保育事業】８時 30 分から 16 時 30 分（半日単位も可）

　次の理由のため一時的に保育が必要になった方が利用できます。利用期間は原則として月 14日
以内とし、週平均３日以内です。　
・週数回のパートタイム等の就労や保護者の突然の病気、冠婚葬祭などの急な予定が入ったとき

　・認定こども園への体験入園をしたいとき　・育児疲れなどにより休養を要するとき

【預かり保育事業（１号）・延長保育事業（２・３号）】【預かり保育事業（１号）・延長保育事業（２・３号）】
　一時保育事業と同様の理由により、児童の保育時間前後に保育が必要になった方が利用できます。

提出された証明書について、必要に応じて事業所への聞き取り等により保育の必要性を確認し、入園
の可否を決定させていただきます。
　また、児童と同居の世帯員（祖父母等）の状況により、利用の優先順位を調整することがあります。
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地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す

を
紹
介
し
ま
す

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
の

条
件
不
利
地
域
に
移
住
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
特
産
品
の

開
発
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ
の

従
事
、住
民
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
、

そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
取
組
み
で
す
。

　
今
回
は
昨
年
12
月
に
着
任
し
、
現
在
、
く
る
り
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◆名前

木村 優月（きむら ゆづき）

◆年齢

　21 歳　

◆出身地

　伊達市

◆趣味

音楽を聴く・歌うこと
　ドライブ・ショッピング

◆特技

　ピアノ
　（小学校６年間習いました）

隊員プロフィール

　
高
校
卒
業
後
、
特
に
や
り
た
い
こ

と
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
３
年
間

ス
ー
パ
ー
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
退

職
す
る
こ
と
を
決
め
、
次
の
仕
事
を

探
そ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
母
か

ら
「
最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
い
う
仕
事
を
よ
く
聞

く
」
と
聞
い
て
私
も
興
味
を
持
ち
、

今
ま
で
何
か
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

思
う
こ
と
が
な
か
っ
た
自
分
を
変
え

た
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
秩
父
別
町
に
引
っ
越
し
て
く
る
前
、

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
の
際
に
「
と
に

か
く
地
域
の
方
々
が
優
し
い
」
と
い

う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
農
産

物
加
工
セ
ン
タ
ー
く
る
り
で
の
仕
事

を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
お
話
し
す

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

初
対
面
で
も
皆
さ
ん
が
気
さ
く
に
話

し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
く
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
、
本

当
に
聞
い
て
い
た
と
お
り
だ
な
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
秩
父
別
町
に

引
っ
越
し
て
き
て
す
ぐ
に
雪
が
積

も
っ
た
の
で
す
が
、
伊
達
市
と
の
雪

の
量
や
気
温
の
違
い
に
は
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。「
伊
達
市
に
住
ん
で
い
る

と
き
は
早
朝
の
出
勤
時
で
し
か
見
な

か
っ
た
除
雪
車
が
昼
に
も
動
い
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
や
、「
数
時
間
車
を

動
か
さ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
こ
ん
な

に
雪
が
積
も
る
の
…
？
こ
ん
な
に
ド

ア
や
窓
が
凍
る
の
…
？
」
と
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。

　
暖
か
く
な
っ
た
ら
、
な
つ
み
の
里

で
栽
培
し
て
い
る
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ

ん
用
ト
マ
ト
の
栽
培
を
お
手
伝
い
し

ま
す
が
、
自
分
で
も
何
か
育
て
て
み

た
い
で
す
。
ま
だ
確
実
に
は
決
め
て

い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
頃
に
上
手

く
育
て
ら
れ
な
か
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

に
挑
戦
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
あ
と
は
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
ら
、

普
段
使
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
地

域
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
協
力
隊
に
応
募
し
た

　　

き
っ
か
け
は

●
秩
父
別
の
印
象

●
秩
父
別
で
や
り
た
い
こ
と

「イベントや活動を通じて町民の方とたくさん交流したいです」と話す木村隊員
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　町では国の方針に基づき新型コロナウイルスの予防接種を行っています。

　２回目が終了している方には順次接種スケジュールをご案内していますが、３回目の接種

も本人の希望によるものとなりますので、ご案内時に同封するパンフレットをお読みになり

ご検討ください。

いきいきちっぷ'Ｓいきいきちっぷ'Ｓ

新型コロナワクチン予防接種
追加接種（３回目）について

【１・２回目の接種後に秩父別町に転入した方】

　町で接種状況を確認し、接種が可能な時期になりまし

たらご案内します。

　３回目を希望される方で、２回目接種後８ヶ月以降に

なっても案内が届かない方はご連絡ください。

【１・２回目が未接種で今後接種を希望する方】

　役場住民課健康推進係にご連絡ください。接種体制が

整い次第ご案内します。

年代 案内時期 接種時期 ワクチンの種類 備考

６５歳以上 送付済 開始済 ファイザー社製 ※ワクチンの種類は

国が配分を決めてい

ます。６４歳以下 ２月中旬～順次 ３月 12 日から モデルナ社製

　今回も「ＬＩＮＥ」で接種の予約が可能です。電話や役場に来庁せずに 24 時間いつでも

予約ができるのでオススメです。

※職場や施設で接種を行う予定の方で、町の案内時期よりも接種が早まる場合にはご連絡くだ
さい。

０１２０－５０１－５０７（フリーダイヤル・24 時間）※感染症に関する一般相談

０１６４－２２－１４２１　　※平日の日中は深川保健所でも相談を受け付けます。

新型コロナウイルスワクチンに関するコールセンター

北海道新型コロナウイルス感染症　健康相談センター

◆北海道新型コロナウイルスワクチン接種相談センター
　電話　０１２０ー３０６ー１５４（フリーダイヤル）
　受付　９：00 ～ 17：30（平日、土日・祝日）

◆厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
電話　０１２０ー７６１ー７７０（フリーダイヤル）

　受付　９：00 ～ 21：00（平日、土日・祝日）

お問い合わせ　役場住民課健康推進係（電話：３３－２１１１ 内線 49）
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議

会
だ

よ

り
 発行/秩父別町議会
 編集/町議会広報特別委員会

 TEL/0164-33-2111
 （議会事務局 内線25・26）

No.132

◆
第
４
回
町
議
会
定
例
会

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
が

12
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
指
定

管
理
者
の
指
定
５
件
、
補
正
予

算
案
４
件
、
公
平
委
員
の
選
任
、

意
見
案
３
件
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。　

　

ま
た
、
岡
崎
議
員
、
眞
島
議

員
、
大
野
議
員
、
前
田
議
員
、

金
子
議
員
の
５
名
が
一
般
質
問

を
行
い
理
事
者
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

【
育
苗
施
設
】

　

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

【
秩
父
別
温
泉
施
設
】

　

株
式
会
社
秩
父
別
振
興
公
社

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

　

北
雄
美
装
株
式
会
社　

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
】

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ち
っ
ぷ

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

【
ふ
る
さ
と
特
産
物
展
示
館
】

　

株
式
会
社
秩
父
別
振
興
公
社

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

■
補
正
予
算

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
で
補

正
さ
れ
た
主
な
事
業

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
　
　
　
　

２
３
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

　
　
　
　

  

３
，
７
６
２
万
円

・
障
が
い
者
介
護
給
付
金
等

　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金　

  

１
，
３
５
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
　
　

４
７
８
万
円

・
商
工
事
業
者
事
業
継
続
支
援

金　
　
　
　

    

８
０
０
万
円

・
境
川
救
急
排
水
機
場
調
整
池

フ
ェ
ン
ス
改
修  

２
０
０
万
円

以
上
の
ほ
か
、
合
わ
せ
て

２
億
１
，
５
３
６
万
円
を
追
加

す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
案

と
、
こ
の
他
３
特
別
会
計
の
補

正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
人
事
案
件

　

公
平
委
員
会
委
員

     
竹
内

常
雄

氏
（
再
任
）

■
意
見
案

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給

改
善
と
米
価
下
落
の
対
策
を
求

め
る
意
見
書

・
燃
料
等
の
価
格
高
騰
対
策
、

国
の
農
業
予
算
や
運
用
変
更
に

関
す
る
意
見
書

・
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇

に
伴
う
水
産
業
被
害
の
解
明
と

支
援
策
を
求
め
る
意
見
書
の
３

件
を
承
認
し
ま
し
た
。

「冬のアクティビティ」スノーラフトボート
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一

般

質

問

（
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

第
４
回
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
一
覧

◇
岡
崎
　
　
稔
議
員

◇
岡
崎
　
　
稔
議
員

　
個
人
有
た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

　
個
人
有
た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

◇
眞
島
　
秀
樹
議
員

◇
眞
島
　
秀
樹
議
員

　
米
価
下
落
と
営
農
対
策
及
び
干
ば
つ
被
害
対
応
に
つ
い
て

　
米
価
下
落
と
営
農
対
策
及
び
干
ば
つ
被
害
対
応
に
つ
い
て

　
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
制
度
の
創
設
に
向
け
て

　
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
制
度
の
創
設
に
向
け
て

◇
大
野
　
　
敬
議
員

◇
大
野
　
　
敬
議
員

　
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
表
明
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
表
明
に
つ
い
て

◇
前
田
　
力
男
議
員

◇
前
田
　
力
男
議
員

　
灯
油
高
に
伴
い
町
民
へ
の
灯
油
代
の
助
成
に
つ
い
て

　
灯
油
高
に
伴
い
町
民
へ
の
灯
油
代
の
助
成
に
つ
い
て

◇
金
子
　
利
生
議
員

◇
金
子
　
利
生
議
員

　
冬
の
交
流
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

　
冬
の
交
流
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

　
秩
父
別
町
で
は
、
平
成
31
年

２
月
に
東
山
貯
水
池
の
決
壊
を

想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
10
ヶ
所
の
た
め
池
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
マ
ッ
プ
以
外
に
個

人
有
の
た
め
池
が
24
ヶ
所
程
あ

り
、
利
用
実
態
の
な
い
た
め
池

も
多
数
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
災
害
の
防
止
と
併
せ
ア
ズ
マ

ヒ
キ
ガ
エ
ル
対
策
の
た
め
適
正

な
た
め
池
管
理
を
町
が
主
体
と

な
り
指
導
徹
底
し
て
は
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

個
人
有
た
め
池
の
管
理
に

つ
い
て

質
問

岡
崎
議
員

答
弁

澁
谷
町
長

　

本
町
の
「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
は
集
中
豪
雨
や
大
規

模
な
地
震
の
発
生
で
東
山
貯
水

池
の
堤
体
が
決
壊
し
た
と
き

を
想
定
し
発
行
し
た
も
の
で
、

24
ヶ
所
の
た
め
池
に
つ
い
て
は

町
で
は
詳
細
を
把
握
し
て
い
な

い
た
め
、
来
春
の
融
雪
後
に
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
空
撮
を
行
う

と
と
も
に
、
土
地
の
所
有
者
や

地
域
の
方
々
へ
の
聴
き
取
り
調

査
を
実
施
し
、
状
況
確
認
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
農
業
用
た
め
池
」

に
よ
る
災
害
防
止
の
た
め
、
令

和
元
年
７
月
か
ら
「
農
業
用
た

め
池
」
の
北
海
道
へ
の
届
け

出
が
制
度
化
さ
れ
、
該
当
す
る

た
め
池
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
届
け
出
に
つ
い
て
の
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

の
対
策
に
つ
い
て
も
、
個
人
の

た
め
池
は
そ
の
所
有
者
が
責
任

を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と
が
基

本
と
な
り
ま
す
が
、
防
災
上
の

観
点
か
ら
今
後
も
適
正
な
管
理

に
向
け
啓
発
や
助
言
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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い
近
年
の
状
況
を
ふ
ま
え
何
ら

か
の
支
援
策
を
検
討
し
て
は
い

か
が
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

米
の
国
内
需
要
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
外
出

自
粛
な
ど
の
影
響
に
よ
り
想
定

以
上
に
減
少
が
進
み
、
米
価
に

つ
い
て
は
安
値
傾
向
が
続
き
、

大
き
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
農

業
経
営
持
続
化
補
助
金
」や「
良

質
米
栽
培
事
業
補
助
金
」
を
交

付
し
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に

全
国
で
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作

付
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
大
変
厳
し
い
状

況
だ
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
実
施
し
た
「
農
業

経
営
持
続
化
補
助
金
」
を
来
年

度
も
実
施
す
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
、
将
来
に
わ
た
り
安
心

し
て
営
農
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
国
や
北
海
道
に
要
請
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、
高
齢
者
や
病

気
の
家
族
の
世
話
を
大
人
に
代

わ
っ
て
担
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
支
援
に
向
け
、
来
春
に
も

支
援
条
例
を
施
行
す
る
と
い
う

報
道
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
率
が

40
％
を
超
え
、
介
護
福
祉
に
従

事
す
る
人
材
の
需
要
が
今
後
一

層
必
要
と
さ
れ
る
の
は
明
白
だ

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
町
で
は
障
害
や

病
気
、
老
々
介
護
な
ど
に
よ
り

同
居
し
て
い
る
高
齢
家
族
へ
の

世
話
が
困
難
な
家
庭
が
ど
の
程

度
あ
る
の
か
を
把
握
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
今
後
施
行
さ

　
昨
今
の
食
生
活
の
変
化
に
伴

う
米
離
れ
な
ど
に
よ
り
米
の
消

費
量
が
減
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食

産
業
に
お
け
る
米
の
消
費
量
の

落
ち
込
み
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
事
態
と
な
り
、
米
価
が
大
幅

に
下
落
し
、
水
稲
経
営
に
大
き

な
打
撃
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
農
業
経
営

持
続
化
補
助
金
、
良
品
質
栽
培

事
業
補
助
金
な
ど
の
支
援
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
支
援
策
は
単
年
度

で
は
な
く
、
中
・
長
期
的
な
支

援
を
す
る
の
が
妥
当
と
の
考
え

を
併
せ
、
支
援
策
の
実
施
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
か

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

 

ま
た
、
今
年
は
過
去
に
類
を

見
な
い
干
ば
つ
に
よ
り
畑
作
物

や
露
地
野
菜
等
に
枯
死
や
病
気

の
発
生
な
ど
の
被
害
が
多
数
生

じ
ま
し
た
。
気
象
変
動
が
著
し

れ
る
予
定
の
北
海
道
で
の
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
に
対
し
、
本
町

の
高
齢
者
福
祉
施
策
と
し
て
、

将
来
に
向
け
て
ど
の
様
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
、
介
護
を
必

要
と
す
る
世
帯
に
つ
き
ま
し
て

は
、
家
族
か
ら
の
介
護
相
談
に

加
え
、
シ
ル
バ
ー
見
守
り
協
議

会
の
活
動
や
地
域
住
民
か
ら
の

情
報
を
基
に
実
態
の
把
握
に
努

め
て
お
り
、
そ
の
都
度
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

面
接
や
訪
問
を
行
い
、
公
的
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
提

供
や
利
用
を
促
し
不
安
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
18
歳
未
満
の
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に
つ
い
て
は
、

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
を
見

る
限
り
、
対
象
者
は
い
な
い
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ケ

ア
ラ
ー
の
情
報
収
集
と
、
介
護

に
対
す
る
不
安
解
消
に
努
め
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議会だより　No.132

　
国
で
は
、
２
０
５
０
年
に
二

酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
す
と
し
て
動
き
始
め
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
町
長
か
ら

災
害
な
ど
の
大
規
模
停
電
時
に

お
け
る
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
と
脱
炭
素
社
会
へ

の
取
り
組
み
を
併
せ
た
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
と
の
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
温
暖
化
は
、
自
然
災
害
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
、
天
候
不
順

を
引
き
起
こ
し
農
業
に
も
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
地
球
環
境
を
守
る
た

め
に
も
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
に
向
け

町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
め

る
よ
う
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
表
明
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出

 

実
質
ゼ
ロ
表
明
に
つ
い
て

質
問
　
大
野
議
員

答
弁
　
澁
谷
町
長

 
米
価
下
落
と
営
農
対
策
等
の

 
対
応
に
つ
い
て

質
問
　
眞
島
議
員

質
問
　
眞
島
議
員

答
弁
　
澁
谷
町
長

 

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
制
度
の

 

創
設
に
向
け
て
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２
０
１
８
年
に
公
表
さ
れ
た

国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
の
特
別
報
告
書
で

は
、
気
温
の
上
昇
を
１
・
５
度

に
抑
え
る
に
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
実
質
排

出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
も
昨
年
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
を
表
明

し
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出

ゼ
ロ
は
遠
大
な
目
標
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
当
事

者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
先

人
の
努
力
で
築
い
た
豊
か
な
大

地
と
美
し
い
田
園
風
景
を
守
る

た
め
、
秩
父
別
町
に
お
い
て
も

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を

表
明
し
ま
す
。

　
　

制
度
の
想
定
範
囲
内
で
あ
り
、

支
給
額
の
増
額
や
対
象
者
の
拡

大
は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
12
月
１
日
現
在
、
灯

油
価
格
が
１
０
０
円
を
超
え
て

い
る
事
か
ら
、
当
支
援
事
業
を

発
動
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
本
町
は
、
交
流
人
口
増
加
対

策
と
し
て
施
設
整
備
を
行
い
、

確
実
に
成
果
を
収
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
施
設
の

大
部
分
は
冬
期
間
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
昨
年
か
ら
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
に
よ
る
体
験
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
親
子
が
好

き
な
時
間
に
気
軽
に
遊
べ
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
３
つ
の
質
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

①
温
泉
２
階
の
旧
脱
衣
室
・
風

呂
場
を
活
用
し
て
集
客
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

②
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
で

す
が
、
子
供
向
け
メ
ニ
ュ
ー
が

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
サ
イ
ド

　
秋
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
き
、
経
済
活
動
が
戻
り
つ

つ
あ
る
中
で
灯
油
価
格
が
上
が

り
、
家
計
費
へ
の
負
担
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
国
で
も
コ

ロ
ナ
対
策
で
経
済
支
援
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
独

自
の
灯
油
高
騰
対
策
を
考
え
る

必
要
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
灯
油
高
騰
に
対
す

る
町
独
自
の
施
策
と
し
て
「
秩

父
別
町
高
齢
者
等
冬
の
生
活
支

援
事
業
」
を
創
設
し
、
低
所
得

者
世
帯
に
対
し
て
暖
房
用
灯
油

代
等
の
一
部
支
援
と
し
て
１
万

円
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
に

よ
る
外
出
自
粛
要
請
に
よ
り
、

特
例
で
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
現
在
の
灯
油
価
格
は
現
行

議会だより　No.132

答
弁

澁
谷
町
長

灯
油
高
に
伴
い
町
民
へ
の

灯
油
代
の
助
成
に
つ
い
て

質
問

前
田
議
員

冬
の
交
流
人
口
増
加
対
策
に

つ
い
て

質
問

金
子
議
員

答
弁

澁
谷
町
長

メ
ニ
ュ
ー
や
メ
ニ
ュ
ー
表
の
工

夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
ベ
ル
パ
ー
ク
ち
っ
ぷ
べ
つ
内

に
排
雪
の
雪
を
利
用
し
た
小
学

校
低
学
年
ま
で
が
遊
べ
る
、
築

山
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
屋
内

遊
戯
場
と
の
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

道
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ

る
本
町
の
施
設
は
、
冬
期
間
の

大
部
分
が
利
用
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

①
温
泉
二
階
旧
浴
場
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も
検
討

し
ま
し
た
が
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
実
施
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
温
泉
棟
全
体
の
老
朽

化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
今
後
、

施
設
の
在
り
方
を
総
合
的
・
全

体
的
に
検
討
し
、
そ
の
際
に
有

効
活
用
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

②
温
泉
メ
ニ
ュ
ー
は
、
コ
ロ
ナ

禍
や
調
理
の
担
い
手
不
足
な
ど

に
よ
り
、
従
前
の
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
厳
選
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
内
遊
戯
場
の
開
設

に
伴
い
、
新
た
に
お
子
様
プ

レ
ー
ト
を
提
供
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
み
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
も
の
に
戻
す

こ
と
を
検
討
し
、
メ
ニ
ュ
ー
表

に
つ
い
て
は
、
改
善
い
た
し
ま

す
。

③
築
山
に
つ
い
て
は
過
去
に
検

討
し
ま
し
た
が
、
常
設
に
は
事

故
等
の
懸
念
が
あ
り
、
例
年
冬

の
イ
ベ
ン
ト
で
ま
ち
づ
く
り
協

働
隊
が
作
る
大
型
滑
り
台
も
、

終
了
後
速
や
か
に
解
体
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
屋
内
遊
戯
場
近
く

に
冬
期
間
屋
外
で
遊
べ
る
ス

ペ
ー
ス
は
誘
客
に
有
効
と
考
え

ま
す
の
で
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

体
験
と
併
せ
て
総
合
的
に
検
討

し
ま
す
。

答
弁

澁
谷
町
長
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総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

◇
所
管
事
務
調
査
報
告

　
本
委
員
会
は
総
務
課
、
住
民

課
及
び
産
業
課
所
管
事
項
に
つ

い
て
担
当
者
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
に
よ
り
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

◆
調
査
事
項

　「
地
域
防
災
対
策
」
の
現
況
に

つ
い
て

●
調
査
の
結
果

・
東
山
貯
水
池
だ
け
で
な
く
個

人
所
有
の
た
め
池
の
現
状
に
対

し
て
も
、
関
係
機
関
が
一
定
の

状
況
把
握
を
す
る
と
と
も
に
有

事
の
際
の
所
有
者
と
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
も
整
理
が
必
要
と

考
え
る
。

・
防
災
マ
ッ
プ
は
、
住
民
が
見

て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
今
一

度
、
工
夫
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
各
町
内
会
で
の
自
主
防
災
組

織
の
設
立
が
少
し
ず
つ
広
ま
っ

て
き
て
お
り
、
今
後
組
織
そ
の

も
の
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る

ま
で
に
は
、
引
き
続
き
行
政
の

支
援
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考

え
る
。

◆
調
査
事
項

　「
通
所
介
護
」
の
状
況
に
つ

い
て

●
調
査
の
結
果

・
介
護
分
野
で
の
人
材
確
保
は

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
と

と
も
に
、
本
町
の
高
齢
者
福
祉

を
支
え
る
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

・
介
護
施
設
の
需
要
は
、
今
後

も
増
え
る
こ
と
か
ら
行
政
と
し

て
的
確
な
支
援
も
踏
ま
え
安
定

的
な
施
設
運
営
が
営
ま
れ
る
よ

う
指
導
を
願
う
。

◆
調
査
事
項

　「
農
作
物
の
収
穫
状
況
」
に

つ
い
て

●
調
査
の
結
果

・
町
と
し
て
、
気
象
デ
ー
タ
等

を
活
用
す
る
な
ど
に
よ
り
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
収
穫
状

況
に
対
す
る
独
自
の
分
析
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
。

　
議
会
閉
会
中
の
所
管
事

務
調
査
に
つ
い
て
、
議
会

運
営
委
員
会
か
ら
、
次
の

と
お
り
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。

○
議
会
運
営
委
員
会

次
期
町
議
会
（
定
例
会
ま

で
の
臨
時
会
を
含
む
）
の

運
営
に
つ
い
て

　

所
管
事
務
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　

申
し
出

◇
道
外
政
務
調
査
を
実
施

　
本
町
で
は
、
国
が
進
め
る

２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
合
わ
せ
、
電
力
需

要
の
高
い
温
泉
や
ベ
ル
パ
ー

ク
ち
っ
ぷ
べ
つ
周
辺
施
設
の

電
力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
賄
う
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、
議
会
と

し
て
も
太
陽
光
発
電
と
大
容

量
電
池
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
方
式
（
電
力
を
大
規

模
な
発
電
所
に
頼
ら
ず
、
地

域
で
発
電
、
消
費
す
る
方
法
）

の
設
備
を
調
査
す
る
た
め
、

12
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、
愛
知
県
小
牧
市
の
「
日

本
ガ
イ
シ
（
株
）
小
牧
工
場
」

へ
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　
日
本
ガ
イ
シ
（
株
）
は
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
使
い
送
電
線

の
絶
縁
体
や
蓄
電
池
な
ど

の
製
造
ま
で
を
手
が
け
る
企

業
で
、
今
回
訪
れ
た
小
牧
工

場
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
と
呼
ば

れ
る
蓄
電
池
の
製
造
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
と
は
、
従
来

の
蓄
電
池
に
比
べ
約
３
分
の

１
の
サ
イ
ズ
で
、
大
容
量
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
、
長
寿

命
が
特
徴
で
す
。

　
工
場
内
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電

池
の
構
成
要
素
で
あ
る
セ
ラ

ミ
ッ
ク
の
精
製
か
ら
蓄
電
池

が
で
き
る
ま
で
の
製
造
工
程

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
町
で
は
12
月
の
定
例
会
で

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
表
明
し
ま
し
た
が
、
今
後

脱
炭
素
化
に
向
け
ど
の
よ
う

な
施
策
を
打
ち
出
す
の
か
、

議
会
と
し
て
注
視
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

コンテナ型蓄電池ユニットの前で記念撮影

現代の最先端技術の説明を受けました
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議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　
　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か

　
令
和
４
年
第
１
回
町
議

会
定
例
会
は
、
３
月
上
旬

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
受
付
で
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

〇
冬
本
番
を
迎
え
寒
さ
が
身

に
し
み
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

12
月
中
旬
ま
で
は
、
雪
が

少
な
く
大
変
楽
な
年
末
に
な

る
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
下
旬
か
ら
は
昨
年
を
上

回
る
よ
う
な
勢
い
と
な
り
、

年
末
年
始
は
雪
か
き
に
明
け

暮
れ
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
。　

　

今
後
も
体
調
管
理
に
は
十

分
注
意
し
て
、
こ
の
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
か
ら

約
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
、
生
活
習
慣
も

変
わ
り
少
々
不
自
由
な
日
常

生
活
を
送
る
中
、
年
末
に
は

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
登
場
す
る

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
終
息
が
見

え
な
い
状
況
で
す
が
日
頃
か

ら
の
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど

自
分
を
守
る
行
動
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
前
田
）

議会だより　No.132

【
11
月
】

　
４
日
　
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
広
報
特
別
委
員
会

15
日
　
全
国
過
疎
地
域
連
盟
定
期
総
会

20
日
　
鈴
木
直
道
政
経
セ
ミ
ナ
ー

22
日
　
地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
１

　
　
　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

24
日
　
空
知
町
村
議
会
議
長
会
中
央
要
望
実
行
運
動

　
　
　
　（
～
25
日
）

29
日
　
全
員
協
議
会

【
12
月
】

　
１
日
　
町
政
討
論
会

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
５
日
　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
道
外
政
務
調
査

　
　
　
　（
～
７
日
）

　
９
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
第
４
回
町
議
会
定
例
会

　
　
　
　
広
報
特
別
委
員
会

22
日
　
秩
父
別
振
興
公
社
役
員
会

24
日
　
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
会
議

【
１
月
】

　
７
日
　
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
無
火
災
祈
願
祭

　
　
　
　
秩
父
別
消
防
出
初
式

　
８
日
　
第
73
回
秩
父
別
町
成
人
式

21
日
　
第
１
回
空
知
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

　
　
　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

22
日
　
地
方
議
会
議
員
養
成
講
座
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

◆
第
１
回
臨
時
会

１
月
13
日
、
第
１
回
町

議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

専
決
処
分
と
し
て
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
関
連
経
費
１
，

３
８
１
万
円
を
追
加
す
る

補
正
予
算
案
１
件
の
承

認
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
係
る
経
費
１
億
２
，

４
７
４
万
円
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
関
連
経
費
４
，

１
２
１
万
円
な
ど
を
追
加

す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

案
１
件
、
発
議
と
し
て
令

和
４
年
度
の
コ
メ
政
策
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

臨
時
会

○
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
実
施

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
各
研
修

会
が
中
止
と
な
る
中
、
11
月
22

日
に
地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
２
１
を
全
議
員
で

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
聴
講
し
ま

し
た
。

　
基
調
講
演
と
し
て
〝「
政
策

に
強
い
議
会
」
を
つ
く
る
〟
と

し
て
中
央
大
学
法
学
部
教
授
の

磯
崎
初
仁
氏
か
ら
の
人
口
減

少
時
代
の
政
策
提
言
や
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
の
自
治
体
行
政
の

課
題
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
テ
ー
マ

に
耳
を
傾
け
、
後
半
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
全

国
で
の
先
進
事
例
が
紹
介
さ

れ
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参
考

と
な
っ
た
研
修
会
で
し
た
。

議
会
の
主
な
動
き
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防災行政無線メールを利用しませんか
　町では、防災行政無線放送の内容が確認できるメール配信を行っています。

　放送内容をメールで受け取ることで、外出先でも内容を確認することができるほか、後日放

送内容の確認が可能になります。

　防災行政無線メールの登録を希望する方で、登録方法、携帯の操作方法がわからない方は、

役場にお越しいただくか、役場総務課防災係までご連絡ください。

○登録方法

　１　携帯やパソコンなどインターネットが利用可能な端末から「bousai.chippubetsu-town@

　　raiden.ktaiwork.jp」に空メールを送信する。

　　　下記のＱＲコードを読み取るか、町ホームページのリンクからメールを送信することも

　　可能です。

　２　空メールの送信後数分で、「メールサービス本登録のご案内」メールが送られてきます

　　ので、本文中のリンクを開き、氏名を登録してください。

　３　登録の完了後、「メールサービス登録完了」というメールが送付され、完了となります。

　※　空メールを送信しても返信が来ない場合、原因として受信制限および迷惑メール対策が

　　考えられます。「raiden.ktaiwork.jp」のドメインからメールの受信を許可する設定が必

　　要なほか、ＵＲＬリンク付メールの受信を許可する必要があります。

　　　設定方法に関しては、機種により方法が異なる場合がありますので、携帯電話の取扱説

　　明書をお読みいただくか、各携帯電話会社にご確認ください。　

【登録用ＱＲコード】

お問い合わせ　役場総務課防災係（電話：３３－２１１１ 内線 32・34）

知ってますか？　道の「苦情審査委員」制度
●道が行った業務や制度の内容を審査する制度が、「北海道苦情審査委員」制度です。
●皆さん自身の利害にかかわる苦情であれば、「苦情審査委員」に申し立てができます。
●皆さんに代わって、「苦情審査委員」が公正で中立的な立場から、必要な調査等を行います。
●審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の関係機関に是正や改善を求めます。
●もちろん、個人情報の保護にも十分配慮します。
　①苦情申立の窓口は、道庁の『道政相談センター』か各総合振興局（振興局）の総務課です。
　②苦情申立書及びリーフレットを用意しています。
　③道のホームページからでも申立書をダウンロードできます。
　　→道トップページ「ご案内」の お問合せ・相談窓口
　　　→「その他のお問合せ・各種相談窓口」の 苦情審査委員の窓口
　　　　→「苦情審査に関すること」の 苦情申立の窓口
　　　　　→「苦情申立の窓口」の 苦情の申立てについて（申立書はこちら）
　④苦情申立書に必要な事項を記入し、提出してください。
　　また、郵送、ファックス、メールでも申し立てができます。
　⑤問い合わせ先
　　・北海道総合政策部知事室道政相談センター　〒０６０－８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目
　　　ＴＥＬ：０１１－２０４－５５２３　ＦＡＸ：０１１－２４１－８１８１
　　　メール：kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
　　・各総合振興局（振興局）総務課
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　令和３年分の所得税及び復興特別所得税並びに贈与税の確定申告書の提出期限は３月15日(火)、消

費税及び地方消費税（個人事業者）の確定申告書の提出期限は３月31日(木)です。

　なお、国税庁ホームページでは、パソコン・スマートフォンなどから、所得税・消費税・贈与税の

申告書を作成し、e-Tax（電子申告）又は印刷して郵送で提出することができますので、新型コロナウ

イルス感染防止の観点から、ぜひ、ご自宅での申告書の作成・提出をお願いします。

　郵送により提出される方は、封筒に事業所個別郵便番号（〒０７８－８５０７）を必ず記載し、「札

幌国税局業務センター旭川分室」宛に送付してください（住所の記載は不要です）。

　申告書には、申告者ご本人や扶養親族の方などのマイナンバーの記載と申告者本人の本人確認書類

の提示又は写しの添付が必要です（控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人確認書類は

不要です）。

　深川税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日等）は、申告相談及び申告書の受付は行っておりませんので、

ご注意ください。

　詳しくは、国税庁ホームページもしくは深川税務署（電話0164-23-2191）へお尋ねください。

　深川税務署の確定申告会場へ入場する際には、会場内の混雑緩和のため、入場できる時間枠（午前

９時から午後４時まで）が指定された「入場整理券」が必要です。

　入場整理券につきましては、深川税務署内に設置の申告会場で当日発行するほか、１月22日（土）

から通信アプリ「ＬＩＮＥ」を使用して、国税庁の公式ＬＩＮＥアカウントを「友だち追加」した上で、

オンラインによる事前発行も可能です。

なお、入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があるほか、電話や窓口など

で入場整理券の事前発行は行っておりませんので、ご注意ください。

深川税務署の確定申告会場へ入場する際には、検温を実施するほか、マスクの常時着用、手指の消

毒をお願いします。

　入場整理券の当日の配付状況につきましては、２月16日（水）から、国税庁ホームページ「確定申

告特集（本番編）」にて掲載を予定しております。

令和２年分の所得税の確定申告から、医療費の領収書を添付又は提示では、医療費控除を受けるこ

とができません。

令和２年分以降の所得税の確定申告において医療費控除を受けるためには、「医療を受けた方の氏

名」、「病院・薬局の名称」ごとに、申告する年分中に支払った医療費を合計した「医療費控除の明細書」

の添付が必要となりますので、ご自宅などで事前の作成をお願いいたします。

　なお、医療費の領収書は、５年間保存する必要があり、税務署から求められた時には、提示又は提

出しなければなりません。

　また、保険者から交付を受けた医療費通知（「医療費のお知らせ」など）を添付すると、明細の記

入を省略することができます。

◆詳しくは、深川税務署へお問い合わせください。
　　　〒074-0004　深川市4条15番3号　　℡　0164－23－2191

令和３年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び受付が

２月16日(水)から始まります。（ただし、還付申告書は２月15日（火）以前でも受付できます）

【確定申告が始まります】 ＴＡＸＴＡＸ申告書は、自分で作成して、お早めに！申告書は、自分で作成して、お早めに！ 

確定申告会場における入場整理券方式について確定申告会場における入場整理券方式について

医療費控除の明細書の添付が義務化されました！医療費控除の明細書の添付が義務化されました！
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国民年金保険料の口座振替・クレジットカード納付による
　　　　　　　　　　　前納の新規申し込みは令和４年２月28日までです！

　国民年金保険料は、送付されてくる納付書で毎月納めるよりも、当月末払いの口座振替で納

付すると割引されます。また、月々納付するよりも６か月前納や１年または２年前納の場合は、

さらに割引額が大きくなります。

　毎月納付の口座振替とクレジットカード納付はいつでも申し込むことができますが、まとめ

て前納（６か月前納・１年前納・２年前納）の申し込みは、令和４年２月 28 日（必着）までとなっ

ています。

　まとめて前納を希望される方は、砂川年金事務所または住民課年金係にお問い合わせくださ

い。

〇前納した場合の割引額（令和３年度を基にした目安額）

　 お問い合わせ　砂川年金事務所国民年金課  　電話　０１２５－５２－２１４４（自動音声）
　　　　　　 　　役場住民課年金係　　　　　　電話　３３－２１１１（内線43）

納　付　方　法 当月末振替 ６か月前納 １年前納 ２年前納

現金またはクレジットカード ― 810 円 3,540 円 14,590 円

口　座　振　替 50 円 1,130 円 4,180 円 15,850 円
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旭川弁護士会　巡回無料法律相談の開催について

　　旭川弁護士会では、弁護士不在市町村を対象に、巡回無料法律相談を行っています。

　町では下記のとおり弁護士による無料法律相談を開催しますので、身近に法律に関する問題

がありましたら、お気軽にご相談ください。

◆日　  時 令和４年２月 22日（火） 午後 1時 30 分～午後 4時

◆場　  所 秩父別町役場２階小会議室

◆申し込み 先着順で予約制とします。当日空きがある場合は受付します。

◆相談時間 １件（１人）あたり 30 分程度

◆相 談 例 借金・離婚・交通事故・相隣関係・借地借家・相続・犯罪被害など

　《お申し込み・お問い合わせ先》　役場総務課庶務係 電話 33 － 2111( 内線 32)
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アンの秩父別タイ在記
Vol.39　「20 代を振り返って」
　皆さん、こんにちは。お元気ですか？
　私は最近 29 歳になりました。
　その日は土曜日でしたが、特に予定がなかったので、朝から秩父神社に行きました。30 歳
まで後 1 年かと、参拝しながら考えました。
　20 代のうちにやっておいた方がいいことは全てやったのか？子供の時から見たたくさんの
夢の中でどれくらい叶ったのか？これからどうしたいのか？などのことを最近よく考えるよ
うになりました。
　私は 20 歳になってから、だんだん実家から離れました。
田舎からタイの首都へ引越ししたり、アメリカでインターンシップしたり、日本に留学した
り、バンコクで通訳や翻訳の仕事をしたりして、今は秩父別。経験はもちろん、思い出や出
会いもたくさんあり、振り返れば、このまま 30
代になっても何も後悔しないでしょう。
　絶対に後悔していないのは秩父別町に来たこ
とです。私は秩父別町に来たのは 25 歳の時で
した。タイでは 25 歳の年を厄年と呼びます。
悪いことが起こらないよう 25 歳になった男性
は出家することが多いです。
　私は 25 歳の時、秩父別町の仕事が決まって、
どんな場所？どんな仕事？どんなことが待って
いるんだろう？と色々不安でしたが、やっぱり、
ここで仕事をしてみたいと思って、厄年のこと
を無視して、来てしまいました。
　実際に来たら、楽しいことがたくさんあって、
ここに来てよかったと思います！
　これからも後悔しないよう、なんでも挑戦し
続けたいと思います！

毎月連載！

秩父神社に参拝

地域おこし協力隊
Facebook
Instagram

はコチラから

ちっぷべつ地域おこし協力隊 活動日記vol.10

　こんにちは！地域おこし協力隊の森瑞稀です。
　ふるさと納税の寄附者さんから寄せられる税金控
除の特例申請書の開封作業をしました。たくさんの
申請書を見ると、「こんなにも多くの人が秩父別町
を応援してくださっているんだ」と驚くほどです。
送られてきた書類の中には手書きのメッセージが添
えられていたものもあり、手書きならではの思いが
伝わりました。
　全国に配送されている秩父別町産のお米やトマト
ジュースをもっと多くの人に届けることができるよ
う、わたし自身も情報を発信し続けたいと思います。
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　ちっぷべつスタンプ会（東晴基会長）が主
催する歳末福引大抽選会が町商工会館で開か
れました。新型コロナウイルス対策により入
場制限を行いながらの開催となりましたが、
家族連れなどたくさんの人が訪れ、１等を願
いながら福引きを回し令和３年最後の運試し
を楽しみました。

1212
2222

満点カードで抽選
　　　歳末福引大抽選会

まちのわだい
広報に掲載した写真をご希望の方、広報誌に関するご意見、
ご要望は、総務課広報係までご連絡ください。
※写真は電子メールによる提供も可能です。
・電　話　３３－２１１１（内線 32 番）
・メール　kouhou@chippubetsu.jp

　　認定こども園くるみでクリスマスお楽し
み会が行われました。新型コロナウイルス感
染症感染拡大防止のため、それぞれのクラス
に分かれ、園児たちはクリスマスにちなんだ
紙人形劇や飾り付け、ゲームを楽しみました。

1212
2323

認定こども園くるみ
　クリスマスお楽しみ会

　秩父別町商工会（宇野忠直会長）が主催す
る新春みかんまきが２年ぶりに役場前で開催
され、町民や帰省中の家族など約400人が参
加しました。用意された2000個のみかんの中
には「アタリ」と書かれたみかんもあり、参
加者はたくさんキャッチしようと宙を舞うみ
かんに手を伸ばしていました。

１１
２２

アタリ付みかんをキャッチ
　　　新春みかんまき開催
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　令和４年の無火災を祈願しての神事と出初
式が行われました。正業を持ちながら本町の
安全のために活躍する団員総勢50名が決意を
新たにし、役場庁舎前での式典で観閲を受け
た後、団旗を先頭に消防庁舎まで威風堂々と
行進しました。

１１
７７

無火災祈願祭、
　　　　　出初式を挙行

　町と北海道電力株式会社及び北海道電力
ネットワーク株式会社において大規模災害時
における相互協力に関する協定を締結しまし
た。今後町内で災害等により停電が起きた際
は、要請に基づき町が早期復旧に向け協力を
行うほか、平時から停電情報等の共有を行っ
ていきます。

１１
2020

北海道電力等と
　災害時協力協定を締結

令和４令和４年 町内会長が決まりました年 町内会長が決まりました ～１年間よろしくお願いします～

町内会名 会長氏名 備考 町内会名 会長氏名 備考

日の出 土井　　享 中央西 西田　康二

東  栄 吉澤　　淳 中央東 瀨戸　宣夫

南 髙橋　清治 筑　紫 早川　　勇

屯　田 畑山　茂美 旭 蓑口　隆則 連合会会長

北　新 沼田　　忠 駅　前 紺野　　明

西　栄 本村　修二 連合会副会長 （敬称略）

　まちづくり協働隊（東敏治代表）が恒例の
雪像作りを行い、役場庁舎前に「マリオカー
ト」の大雪像が完成しました。製作にあたり
東代表は「コロナで様々なイベントが中止に
なっているが、雪像で子どもたちに楽しんで
もらえれば。」と話しました。

１１
2323

今年は「マリオカート」
まちづくり協働隊雪像作り
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北空知シニアリーダー研修会
～ 未来の北空知を担う中高生の集い ～

　12月27日から２日間、ネイパル深川で、北空

知シニアリーダー研修会が開催されました。

　この研修会は、深川市・雨竜町・北竜町・沼田町・

妹背牛町・秩父別町の共同事業で、１市５町の

中高生が一堂に会して交流を深めるとともに、

次代を担う地域リーダーの育成を目指すもので

す。

　本町からは中学生２名が参加し、他市町の生

徒たちと交流を深めました。

第73回秩父別町成人式
～ 青雲の志を胸に ～

　１月８日、第73回を迎える秩父別町成人式がス

ポーツセンターで挙行され、新成人11名が参加し

ました。

　家族に見守られるなか、新成人を代表して髙崎

朝日さんと原井美優里さんが凛々しく「成人宣言」

を読み上げると、他の新成人も引き締まった表情

で成人としての責任を実感している様子でした。

　最後に広田祐輝さんが「答辞」を述べ、厳かな

雰囲気のなか式典を終えました。

Board of educationBoard of education
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○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○
教育委員会 社会教育・社会体育係　【電話３３－２５５５　ＦＡＸ３３－３５４９】

キョウイクツウシンキョウイクツウシン

図 書 館 だ よ り

≪各企画展示のご案内≫≪各企画展示のご案内≫
　２月17日（木）から３月15日（火）まで、「ふれあいギャラリー」として、町民のみな
さまが製作した作品を展示しています。また、幼児から小学生を対象にした「第29回読書
感想画コンクール」の作品展示を２月27日（日）まで行っています。
　是非、図書館にお越しいただきご覧ください。

各種クリスマスイベント
～ ちっぷっ子・子育てサロン・図書館 ～

　12月上旬から中旬にかけて、「ちっぷっ
子ふれあいスクール」、「図書館事業」、「子
育てサロン月１プログラム」でそれぞれ
クリスマス行事が行われました。
　それぞれ新型コロナウイルス感染症対
策を施した上で開催され、参加した子ど
もたちはクリスマスにちなんだゲームや
おはなしを聞くなど、クリスマスの雰囲
気を楽しみました。

【12/8　ちっぷっ子】クリスマスイベント

【12/22　子育てサロン】クリスマス会 【12/18　図書館事業】クリスマスおたのしみ会

【お問い合わせ】　秩父別町図書館　電話（３３－２２２０）

★☆図書館情報局☆★★☆図書館情報局☆★
≪「おはなしコンサート」開催≫≪「おはなしコンサート」開催≫
　２月19日（土）午後１時から、秩父別町図書館で「お

はなしコンサート」を開催します。

　ボランティアの方々が、様々な手法で楽しいお話

しを披露し、子どもから大人まで楽しめる内容にな

っています。

　みなさまのお越しをお待ちしております。

昨年度の様子
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令和４年

１月末日

現在

人　口 ２，３３２人（＋５人）

　男　 １，０８５人（＋４人）

　女　 １，２４７人（＋１人）

世帯数 １，１１７戸（＋１戸）

12・１月中

の動き
 出生　４人・死亡　７人
 転入１２人・転出　４人
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（ ）内の数字は昨年 11 月末日現在との比較です。
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髙橋　彪
ひゅうが

冬ちゃん

ママ　佑梨さん

（ 中央西 町内 ）

12 月２日12 月２日
生まれ生まれ
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吾ちゃん

 ママ 千尋さん

（ 中央東 町内 ）

１月５日１月５日
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町観光協会からお知らせ

冬の夜空を彩る花火を打ち上げます
　町観光協会では、新型コロナウイルス感染症の早期収束と町民の皆様の無病息災を願い、ベルパー
クちっぷべつキャンプ場付近で花火を打ち上げます。
　コロナ禍でさまざまなイベントが中止となっていますが、この機会にご家族でお楽しみください。

日　時　令和４年２月 20日（日）午後６時打ち上げ予定（悪天候の場合は翌日に順延します）
場　所　ベルパークちっぷべつキャンプ場付近（※打ち上げ場所に近づかないようご注意ください）
協　賛　秩父別町・北いぶき農業協同組合・秩父別町商工会・秩父別土地改良区
その他　車でお越しの際はベルパーク周辺施設の駐車場をご利用ください。
　　　　観覧の際は間隔を空け、マスクの着用など感染症対策にご協力ください。

お問い合わせ　秩父別町観光協会（秩父別町商工会）電話：３３－２４５９
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